
浜嶋です。 

 

おはようございます。 

親子ハイクは、２回の下見と違って大変よい天気でバテました。 

親子ハイクでいろいろやったこと、感じたことを述べたいと思います。今後の参考にして

ください。 

・私は、班に属さず、吉田団委員の面倒をみるつもりで参加しました。ところが、班リー

ダーを指名されました。 

 理由は、下見で道を知っている指導者をリーダーにするということでした。それなら班

長が道を間違えないように支援しようと思いました。 

・そして、最初から優勝班をゲットするぞと気合を入れました。「エイエイオー」の掛け声

は、班のムードを高めるためにやりました。 

・「ＧＯ！ ＢＡＣＫ ＹＡ－」は、私がじゃんけんのキーを出しました。ストレート勝ち

しました。だいたい「チョキ」を出せば勝てます。２回目が問題ですが、うまく当たりま

した。 

・ペンギン班の名前は、田中通晴君が決めました。よかったわ。鳴き声「ピー」は、当然

３回だよね。 

・ペンギンの絵は、白崎隊長が輪郭を描きました。通晴君は、緑色で手を描きました。金

城母が、ペンギンの首にネッカチをつけました。ペンギンスカウトの旗です。 

・立石班長は、写真で間違いなく進みました。写真や地図を見ながら歩くと、速度が遅く

なります。「もっと早く歩こう」と声を掛けるのはリーダーの役割かな。 

・ベンチャー隊員のいるポイントで報告するのは、「到着しました」と言うより、鳴き声が

スムーズだったと思います。 

・ベンチャー隊員は、しっかり整列させることができました。「うまくできているな」と思

いました。 

・第２ポイントで、滝に行くときに、荷物を置かせてくれたのは、うれしかったです。 

・ペンギン班のスカウトは、ほうきの数と地蔵の数を数えました。回答は、地蔵の数でし

た。ポイント担当に、逆にほうきの数を聞いても答えることができませんでした。 

・阪田、吉田、下村の各団委員と内賀島隊長の別動班とは、しばしば出会いました。追い

つき、追い越されでした。積極的にご案内していませんでしたが、保護者対応の別班です。 

今後は、ご相談ください。 

・班員に、「自然をよく見てくださいよ。気持ちいいね」と声をかけて歩きました。 

・５分遅れ、１０分遅れ、１５分遅れがだんだんと気になりました。でも、急かさず楽し

く歩かないといけません。 

・１１時ごろから、通晴君（４歳）が「お腹すいた。弁当を食べたい」と言い出しました。

「もう少しだよ」を何回言ったかな。 



・それに、「お茶がなくなってしまった」、「あかんよ。残しておかないと」という会話が続

きました。 

・第４ポイントでは、恵仁班長が、手旗に手こずりました。「やばいぞ」 でも、カンニン

グペーパーを出して何とか解読できました。 

・満願寺は、美しいですね。石段、石畳を数えるクイズは、下ばかりみて、周りも見てく

れたかな。あっという間に本堂に着いたね。 

・通晴君のお父さんが、仁王門の名前を見つけました。門の後ろにあるとは気付かなかっ

た。チームワークがよかった。 

・満願寺でトイレに行った後、出発は、３０分は遅れそうと考えました。これは団委員長

としての判断です。３班が一緒に移動すれば、さらに遅れると判断しました。 

藤丸副団委員長に連絡し、ねこ班を待たずに出発しました。ホーク班も追いついて来まし

た。 

・ねこ班が広場に到着すれば、昼食です。ねこ班の到着が見えた時に、時間が伸びないよ

うに、ペンギン班とホーク班のスカウトに手を洗うように指示しました。これも団委員長

としての指示です。 

・「忍び寄り」ゲームは、何も見えないままに勝っていました。スカウトが頑張ってくれた

んだ。「よくやった」 

・石切山までの登りは、通晴君のペースになりました。元気に登りました。 

・私がしんどくなったので、先頭を登る吉田隊長に、「もうすぐか」と聞き、「もうすぐだ」

の返事を後ろに「もうすぐだって」と伝えました。気休めになったかな。私が一番知りた

かっただけです。 

・頂上の眺めは良かったね。飛行機が飛ぶのを見えたかな。 

・そこからの下りで、軍手を着用。全員が持ってきてくれましたね。下見より歩きやすか

ったです。 

・転んでしまったスカウトがいたね。軍手があってよかったでしょ。 

・途中で亜美ちゃんが転んで、膝に擦り傷を負いました。水筒の水を使って膝を洗い、応

急処置しました。水の使い方の例です。 

・分かれ道で、前後が離れました。私は、人数確認が最重要と判断しました。釣鐘山で確

認しました。人数確認の伝達の仕組みが必要ですね。 

・長い石段は、休憩なしで下りましたね。「みんな偉かった」 

・住宅地に下りてからの階段とスロープが並行しているところで、通晴君が、スロープを

走り下りていました。 

「走ったらだめだよ」と注意し、３回目には「走ったらダメと言ってるでしょ！！」と大

きな声を出しました。ごめんね。 

・大通りでの横断場所は、下見でも間違えたところかな。横断した後に歩道が切れている

個所があります。もっと先で横断しないといけない。ここは、しっかり確認しておくこと



が必要だったね。 

・駅で切符をもらって、トイレも絡んで、ばらばらにホームに入りました。これは良くな

かったです。外で一度整列すべきでした。電車は来る。ホームで待つ。班の人数確認がで

きていない。 

班リーダーが、藤丸副団委員長に報告する必要があります。疲れた状態でもしっかりした

体制がとれないと危険です。 

・計画通りの急行電車に乗って豊中に戻りました。下見の歩行時間（５０分）から実際の

歩行時間（９０分）を精度よく計画できたと思います。 

・閉会セレモニーで、参加賞、優秀班賞の授与がありました。いつも藤丸副団委員長には、

思い出グッズを作っていただいて感謝です。 

・直人君、通晴君親子の体験者が、楽しんでくれました。仲間が増えるのはうれしいです

ね。 

・ベンチャー隊が考えた、「スカウティング・フォア・ボーイズ」のゲームは、どうでした。 

・ベンチャー隊の皆さん、ありがとう。２７日の隊会議では、どうなるかなと心配でした。

１０種類のにおいをよく集めたね。 

・保護者の皆さん、山道の親子ハイキングは、どうでした。歩くことのしんどさに比例し

て満足感がありますね。 

・皆さん、「ちかいとおきて」の実践を身近に意識しながら、生活しましょう。 


